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  （Ａ３に印刷してお使いください） 

 

ディレンマゲーム用シート例 

（     ）について                              （   ）グループ 

 

 

 

 

Ⅲ-３ 資料１ 

そう思わない そう思う 

ディレンマゲームとは、自分自身の意見を発表し、他人の意見を傾聴し、新たな理解に照らして意見を交換するように促すため

の方法です。様々なアレンジが可能です。 

【進め方】 

（１）線の右側は意見に賛成であることを示し、左側は反対であることを示すことを説明します。真ん中の線からの距離が賛

成または反対にどの程度近いかを示すことを説明します。 

（２）最初の意見を読みます。その意見について、自分の見解にあうところに自分の名前を書いた付せん紙を貼ってもらいます。 

（３）その理由を話すように促します。 

（４）話したいと思う人には誰でも発言してもらいます。 

（５）その後、貼る場所を変えたいと思ったら貼る場所を変えてもらい、その理由を言ってもらいます。 

※紙の上ではなく、床に線を引き、立つ場所で自分の見解を示す方法でもすることができます。 
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出典：『真庭市人権啓発資料「ふれあい」NO.20』（真庭市教育委員会／令和６年 12 月１日） 

 

Ⅲ-３ 資料２の① 

◆考えてみていかがでしたか？ 

 

 

 大人にはしないことも、こどもにはしてもよいと思っているところはありませんでしたか？ 

しつけのためだからとか、子どものためだからと、子どもの思いや意見を聴くことなしにしてしま

っているところはありませんでしたか？ 

こどもに権利を認めると、わがままになると思っていませんか？ 

 

 

こどもも大人と同じように、生まれながらにしてひとつの人格であり、自分らしく生きていける主

人公です。ただ、こどもは成長過程であるため、保護されるところが大人と違うだけです。 

 

 

こどもが、こどもの権利を知ることで、自分だけではなく他の人にも、同じように権利があること

を知り、互いに尊重することにつながります。 

また、自分が大切な存在だと思えるようになります。そして、困ったことがあっても、助けを求めた

り、あきらめずに何とかしようとしたりします。 

こどもならＯＫ？ 

こどもも生まれながらにして権利を持った大切な存在 

自分の権利を大切にすることは相手の権利も大切にすること 

こどもの思いや願いを聴くには･･･ 
〇こんな聴き方で･･･聴き上手は話し上手を育てる 
「対等な関係で」「理解しようとする」「うなずきながら」 

「共感しながら」「話してくれてありがとう」「最後まで」 

「秘密を守る」など 

◆こどもが話したがらなくなる大人の聴き方 
「威圧感を与える」「決めつけや思い込み」「忠告する」 

「なぐさめる」「話題を変える」など 
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Ⅲ-３ 資料２の② 
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出典：『おやこのミカタ』（セーブ・ザ・チルドレン） 

https://www.savechildren.or.jp/oyakonomikata/pdf/oyakonomikata_10things.pdf 


